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・必要に応じて図、グラフ、表、注釈等は使って頂いて構いませんが、全てを含めて上述の枚数に収まるようにして下さい。
・フォントはMS明朝（英数字はCentury）、フォントサイズは10.5でお願いします。
・採点は全て無記名で行いますので、ヘッダーフッターに個人名を入れることはご遠慮下さい。
・読み終わったら、これらの文章は消して書き始めてください。
【参考文献】
ここから参考文献を記述してください。参考文献は何ページあっても構いません。
以下に参考文献の記入例を載せておきますので、参考までにご覧下さい。
例1：本まるごと1冊の場合
金子勝　[1997]『市場と制度の政治経済学』東京大学出版会
神野直彦　[2007]『財政学 改訂版』有斐閣

John Rawls “Justice as Fairness: A Restatement”, 2001
(J.ロールズ 田中成明 平井亮輔 亀本洋訳 [2004]『公正としての正義―再説』岩波書店)
例2：論文集の中の1つの論文の場合
井堀利宏 [2002] 「年金改革と世代間公平」 国立社会保障・人口問題研究所編 『社会保障と世代・公正』 東京大学出版会
↑国立社会保障・人口問題研究所が編集し、東京大学出版会が2002年に出版した『社会保障と世代・公正』という論文集の中にある、井堀利宏が書いた「年金改革と世代間公平」という論文。
例3：白書の場合
平成18年度 経済財政白書
例4：新聞の場合
新聞名　年月日　朝刊or夕刊　第○面　「記事名」
具体例：日本経済新聞　2009.12.27　朝刊, 第3面「財源・具体策見えず、成長戦略基本方針、政権の実行力、焦点に。」
例5：雑誌の場合
　　週刊東洋経済　2009/9/12特大号　[生活者目線]で読む　税金超入門

世界　2009年７月号　片山善博　「直轄事業負担金は憲法違反である」
　例6：インターネット上のサイトの場合
経済財政諮問会議　http://www.keizai-shimon.go.jp/（最終閲覧日2009年11月20日）
厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/（最終閲覧日2009年11月20日）
みずほ総合研究所 2009年８月31日発行『民主党政権の政策と経済へのインパクト』http://www.mizuho-ri.co.jp/research/economics/pdf/japan-insight/NKI090831.pdf（最終閲覧日2009年11月20日）
印刷したものを提出する際には、表紙・本文・参考文献をホッチキスで留めて提出してください。








